
平成30年度
第1回運営推進会議



活動報告
2017年6月～2018年5月



活動報告

2017年

• 6月 菖蒲園、風鈴づくり

• 7月 七夕飾り、水遊び、豊信展示会

• 8月 かき氷、盆踊り、実習生受入れ

• 9月 虹の家15周年祭、避難訓練

• 10月 柿狩り、総踊り、運動会

• 11月 カレンダー作成、五平餅づくり

• 12月 クリスマス会、年賀状作り、演奏会



活動報告

2018年

• 1月 初詣、すごろく、福笑い、鏡開き

• 2月 節分、恵方巻、折り紙展示会（市役所）

• 3月 お花見（大海津公園、豊橋公園）

• 4月 お花見（花中公園、ジャンボ公園）

• 5月 鯉のぼり作り、柏餅づくり、森林浴

•通年 クラフト、外出歩行、ゲーム、誕生日会

ポイントカードの景品交換会 など



ポイントカードについて

ご利用者様の“やる気”や“活動”を引き出すために

虹の家に来所 ・・・ 1ポイント

外出歩行に参加 ・・・ 1ポイント

マッサージの実施・・・ 1ポイント など

活動に応じてポイントをためていきポイントが溜まると、
月末に“モノ”と引き換えることができる仕組み



ICF（国際生活機能分類）について

心身機能・身体構造
見ることや話すこと
身体の器官や構造など

参加
働くことや地域の中で
役割を果たすことなど

健康状態
疾病・変調・服薬状況

活動
生活上の目的を持った
具体的な行いのこと

環境因子
家族関係・住宅事情など

個人因子
生活歴・性格など

足が動かない けど 車いすに乗れる から 外出ができる

持病がある せいで



心身機能・身体構造
見ることや話すこと
身体の器官や構造など

参加
働くことや地域の中で
役割を果たすことなど

健康状態
疾病・変調・服薬状況

活動
生活上の目的を持った
具体的な行いのこと

環境因子
家族関係・住宅事情など

個人因子
生活歴・性格など

ICFの理想

“やる気”をもって取り組むことで
よりいい方向へ変化していく

身体が動かしやすい

活動の機会が増える

できることが増えた やりたいことができる

生活習慣病の予防・改善

規則正しい生活習慣



実際は・・
ご利用者様の中には

あまり“やる気”がない方や、

頑張ることが億劫になってしまう方もいらっしゃる

体操をしたら、散歩へ行ったら、運動をしたら、

頑張って自分の事を自分でやったら

何かご褒美がもらえる！

今のままでいい
できれば何もやりたくない



景品交換会について

•実施日 毎月末日とその前日の二日間

•ポイントが貯まったカード1枚と自分で選んだ景品
1つを交換

＊交換日当日貯まったポイントカードがない方は、手元にあるカードと交換

•用意している物

せんべい、スナック菓子、クッキー、ゼリー菓子、
ポテトチップス、燃えるゴミ用ゴミ袋等 約40種類

•週2回ご利用の方で月に1枚半程度ポイントをため
ることができる



景品交換会の様子

味や硬さなど好みだけでなく、

子どもさん方やお孫さんなら何が欲しいかなど

自分以外の人のことを考えながら決断する機会に

どのお菓子に
しようかなぁ

子どもにこれ
もらってくよ！



景品交換会をやっていて思うこと

景品はお菓子を中心となっている

けれど、

ご利用者様の中には糖尿病の方もいらっしゃる

本当に景品は“お菓子中心”でよいのか



景品交換会の内容の比較

以前の交換会

• テーマにそった雑貨を中心

• くじ引きなど何がもらえるかわからない仕組み

現在の交換会

• 様々な種類のお菓子が中心

• お店のように自分で好きなものを選ぶ仕組み



なぜ、
今のような仕組みに変わったのか

ご利用者様から

① くじ引きでもらったものを見て「いらない」と言われた

今月の景品に「“いいもの”がないから来月に回す」と言われた

② 「食べられるものが良い」

「食べられるものならお菓子が良い」という意見があった

これらの意見により景品はお菓子が中心になり、
自分で好きなモノを選ぶ仕組みに変わった



変化したことでのメリット

• 月末に“何かがもらえる”から“お菓子がもらえる”
と目的が明確になったことで、お菓子が欲しいから
活動に参加するという良い流れが定着してきた

• 様々な種類のお菓子の中から自分で選ぶことで“も
らったけどいらないもの”は減り、“味”や“硬さ”
など考えながら決断をする機会を増やすことができた

• 交換会後残ったお菓子は来月のおやつとして使うこと
ができるので、種類をたくさん用意しても在庫や処理
に困ることが減り、ご利用者様の好みや食べ具合をも
とに購入するお菓子を選ぶので、好みや希望などご利
用者様の声を反映させやすい



変化したことでのデメリット

• お菓子以外の選択肢がゴミ袋しか用意しておらず、
お菓子嫌いの方への対応が不十分

• 糖尿病の方もいるため、病気の悪化の可能性がある

• 以前は夏に熱中症に気を付けてほしくて清涼飲料水
やお茶、ゼリーなど用意したが、自分で選ぶ方法の
時に選んでもらうことができず、良かれと思って用
意したモノをもらってもらえない



景品交換会で失敗したこと

交換会を行った日の帰宅時に「お菓子を持ってい
る」と申し送りを行っているが、以前日中独居の
方が1㍑のペットボトルのお茶を持ち帰った際、
飲みかけの状態で部屋に数か月放置していたため
か、カビのようなものが浮いている状態で発見。
ご本人に話をし、処分させていただいた。

傷むのがはやいもの、カビ等の発生の可能性があるもの

賞味期限が短いものを選択肢に入れるのはリスクが伴う



一緒に考えていただきたいこと

お菓子以外の景品を充実させるために、

どんなものが景品にあるといいなと思いますか？

どんな“ご褒美”があったら嬉しいですか？？

思いついたものを付箋にどんどん教えてください！

実現するのが難しいものでも構いません

参考にさせていただきたいのでよろしくお願いします！！
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